
有光工業

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
も
使
用
可
能

電
源
不
要
の
足
踏
み
式
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
機
を
発
売

朝日ネット
「袱袵裃袵衲袵」

シ
ン
プ
ル
で
簡
単
　

教
育
機
関
で
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
導
入

「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

先
端
事
例
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」

チクマと環境生活文化
機構がシンポジウム

制服リサイクルでＣＯ２削減を

＜解答＞

紙
上
講
座

　
教
員
採
用
試
験
対
策

１０
面
掲
載
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パ
ネ
ル
デ
檪
ス
カ
蘖
シ
欖
ン
で
は
企
業
や
地

方
自
治
体
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
様
子
も
報
告

さ
れ
た

　
有
光
工
業
鯨
は
欷
こ
の
ほ

ど
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

使
え
る
欹
足
踏
み
式
ア
ル
コ

欟
ル
消
毒
機
飮
‖
写
真
‖
を

発
売
し
た
盜

　
食
品
工
場
で
の
除
菌
欷
病

院
の
院
内
感
染

予
防
欷
学
校
で

の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
な
ど

で
ア
ル
コ
欟
ル

消
毒
は
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
る
が
欷
そ
の
多

く
は
欷
直
接
欷
手
で
容
器
の

ガ
ン
を
握
る
タ
イ
プ
盜
こ
れ

で
は
欷
ウ
イ
ル
ス
が
再
付
着

し
て
二
次
感
染
を
引
き
起
こ

す
恐
れ
が
あ
る
盜

　
同
機
は
欷
ス
タ
ン
ド
下
の

ペ
ダ
ル
を
踏
む
と
欷
上
部
の

設
置
板
に
置
い
て
あ
る
容
器

か
ら
欷
消
毒
ア
ル
コ
欟
ル
液

を
自
動
的
に
必
要
な
分
だ
け

出
す
こ
と
が
で
き
る
盜
容
器

に
手
を
触
れ
る
こ
と
な
く
欷

ア
ル
コ
欟
ル
消
毒
が
可
能
な

の
で
欷
菌
の
再
付
着
防
止
対

策
に
な
る
盜
電
源
不
要
で
設

置
場
所
を
選
ば
な
い
盜

　
同
機
に
は
欷
消
毒
ア
ル
コ

欟
ル
ボ
ト
ル
歉
１
０
０
０
ｍ

ｌ
×
１
本
歐
と
欷
消
毒
液
が

付
属
さ
れ
て
い
る
が
欷
学
校

で
使
用
し
て
い
る
消
毒
液
を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
盜

■
　
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
‖

有
光
工
業
鯨
　
〒
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３
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０
０
１
　
大
阪
市
東
成
区

深
江
北
１
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３
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電
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７
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１
０
３
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講
義
や
ゼ
ミ
に
関
す
る
レ

ポ
欟
ト
提
出
や
成
績
管
理
の

ほ
か
欷
学
生
へ
の
事
務
連
絡

に
つ
い
て
欷
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

合
理
化
が
大
学
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
機
関
で
進
め
ら
れ

て
い
る
盜
７
月
欷
都
内
で
開

催
さ
れ
た
欹
ポ
欟
ト
フ
櫻
リ

オ
欷
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
先
端
事
例
研

究
セ
ミ
ナ
欟
飮
で
は
欷
教
育

機
関
に
よ
る
ソ
欟
シ
櫺
ル
・

ネ
蘖
ト
ワ
欟
キ
ン
グ
・
サ
欟

ビ
ス
歉
Ｓ
Ｎ
Ｓ
歐
を
利
用
し

た
教
育
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
事
例
が
報
告
さ
れ
た
盜

　
主
催
は
欷
イ
ン
タ
欟
ネ
蘖

ト
接
続
サ
欟
ビ
ス
な
ど
の
事

業
展
開
を
し
て
い
る
鯨
朝
日

ネ
蘖
ト
歉
本
社
‖
東
京
都
中

央
区
歐
盜
昨
年
度
よ
り
教
育

機
関
向
け
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ欹m

ana
ba

飮
と

ポ

欟
ト

フ

櫻

リ
オ
シ
ス
テ
ム
欹m

anaba
folio

飮
の
事
業
展
開
を
行

檸
た
と
こ
ろ
欷
多
く
の
大
学

が
導
入
盜
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途

に
あ
わ
せ
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

で
き
欷
簡
単
で
シ
ン
プ
ル
な

仕
組
み
の
た
め
欷
教
員
や
学

生
の
利
用
率
の
高
さ
が
大
学

側
の
関
心
を
集
め
て
い
る
盜

　
セ
ミ
ナ
欟
で
は
欷
ま
ず
実

践
女
子
学
園
が欹m

anaba

飮

の
導
入
事
例
を
報
告
盜
１
年

時
に
必
修
の
欹
情
報
リ
テ
ラ

シ
欟
科
目
飮
で
使
わ
れ
る
た

め
欷
学
生
が
ま
ず
シ
ス
テ
ム

に
慣
れ
欷
そ
の
後
欷
継
続
的

に
利
用
す
る
た
め
欷
学
園
内

で
定
着
盜
導
入
２
年
目
の
今

年
度
は
欷
大
学
欷
短
大
欷
大

学
院
で
の
登
録
教
員
数
が
１

２
２
人
欷
２
８
１
コ
欟
ス
で

利
用
さ
れ
て
い
る
盜
必
修
科

目
の
レ
ポ
欟
ト
提
出
や
学
生

同
士
の
デ
檪
ス
カ
蘖
シ
欖

ン
欷
教
員
と
の
コ
ミ
欒
ニ
ケ

欟
シ
欖
ン
ツ
欟
ル
と
し
て
利

用
し
て
い
る
盜

　
続
い
て
欷
慶
應
義
塾
大
学

の
教
職
課
程
セ
ン
タ
欟
が

欹m
anaba

folio

飮
を
導
入

し
た
事
例
を
報
告
盜欹m

ana
ba

folio

飮
は
レ
ポ
欟
ト
欷

作
品
な
ど
の
学
習
の
成
果
物

を
収
納
し
欷
そ
れ
を
生
か
し

た
教
育
方
法
・
学
習
方
法
で

あ
る
ポ
欟
ト
フ
櫻
リ
オ
シ
ス

テ
ム
を
搭
載
盜
学
生
間
で
欷

提
出
レ
ポ
欟
ト
な
ど
を
相
互

閲
覧
し
欷
意
見
や
感
想
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
書
き
込
み
が
で
き

る
盜
他
者
評
価
に
よ
る
学
び

あ
い
や
欷
教
育
実
習
の
状
況

な
ど
の
情
報
共
有
に
効
果
を

あ
げ
て
い
る
盜
同
時
に
欷
教

員
も
閲
覧
す
る
こ
と
で
学
生

の
個
性
や
適
正
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
欷
き
め
細
や
か

な
指
導
と
評
価
に
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
檸
た

と
報
告
さ
れ
た
盜

　
参
加
し
た
大
学
関
係
者
か

ら
の
導
入
方
法
の
具
体
的
な

質
疑
も
多
く
欷
注
目
を
高
さ

が
伺
え
た
盜

■
問
い
合
わ
せ
‖
鯨
朝
日
ネ

蘖
ト
　
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
部
　
電
話
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・
３
０
１

０

　
学
生
服
な
ど
の
製
造
・
販

売
を
手
掛
け
る
鯨
チ
ク
マ
と

軽
環
境
生
活
文
化
機
構
は
欷

７
月
瀾
日
欷
都
内
で
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
欹
制
服
リ
サ
イ
ク
ル

で
実
現
す
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
飮

を
開
催
し
た
盜
同
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
欷
同
社
が
展
開
す
る

制
服
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

を
幅
広
く
知
檸
て
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
盜

　
制
服
は
欷
事
業
者
が
廃
棄

す
る
場
合
欷欹
産
業
廃
棄
物
飮

と
な
り
欷
業
の
許
可
が
無
け

れ
ば
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
盜
同
社
は
欷
平
成
炯
年
欷

産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
係
る
特
例
制
度
で
あ
る

欹
広
域
認
定
制
度
飮
の
環
境

大
臣
認
定
の

第
一
号
を
取

得
欷
法
令
に

の
檸
と
り
欷

セ
キ
欒
リ
テ

檪
に
も
配
慮

し
た
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し

て
い
る
盜

　
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
欷

基

調

講

演

で
欷
環
境
省

廃
棄
物
・
リ

サ
イ
ク
ル
対

策
部
長
の
谷

津
龍
太
郎
氏

が
欷
欹
循
環
型
社
会
づ
く
り

に
は
欷
国
民
の
日
常
生
活
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
欷
あ
ら
ゆ

る
産
業
分
野
に
関
係
し
て
い

る
飮
と
問
題
提
起
盜
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
の

松
野
泰
也
准
教
授
が
欷
欹
制

服
は
欷
イ
メ
欟
ジ
や
ス
タ
イ

ル
の
発
信
媒
体
で
意
識
高
揚

の
手
段
の
一
つ
盜
制
服
リ
サ

イ
ク
ル
を
環
境
教
育
の
切
り

札
に
し
て
ほ
し
い
飮
と
欷
同

社
の
取
り
組
み
に
エ
欟
ル
を

送
檸
た
盜

　
続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル

デ
檪
ス
カ
蘖
シ
欖
ン
で
は
欷

福
島
県
い
わ
き
市
で
古
着
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ザ
・
ピ
欟
プ
ル
の
吉

田
恵
美
子
氏
が
欷
同
社
と
連

携
し
て
今
春
よ
り
始
動
さ
せ

た
欹
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ

・
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
歉
も
檸
た

い
な
い
ス
ク
欟
ル
歐
飮
プ
ロ

ジ
櫪
ク
ト
を
紹
介
盜
い
わ
き

秀
英
高
等
学
校
で
今
春
よ
り

採
用
さ
れ
て
い
る
同
社
の
制

服
を
回
収
欷
再
利
用
欷
再
資

源
化
を
行
い
な
が
ら
欷
同
社

が
進
め
る欹
服
育
飮
や
環
境
教

育
を
行
檸
て
い
く
と
い
う
盜

■
　
お
問
い
合
わ
せ
‖
鯨
チ

ク
マ
　
キ
櫺
ン
パ
ス
事
業
部

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６
・
６
２
２
２

・
３
５
３
１
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問
１
　
１
　
能
力
　
２
　
ひ
と

し
く

　
３
　
保
護
す
る
子
女
　
４
　

無
償

問
２
　
１
　
平
成
炬
年
灑
月
烟

日　
２
　
昭
和
烟
年

問
３
　
機
灑
　
帰
　
教
育
改
革

国
民
会
議

　
毅
炒
　
気
中
央
教
育
審
議
会

問
４
　
１
　
公
共
　
２
　
伝
統

問
５
　
１
　
知
識
　
２
　
教
養

　
３
　
男
女
　
４
　
社
会

　
５
　
我
が
国
　
６
　
郷
土

　
７
　
障
害
　
８
　
法
律

　
９
　
形
成
者

　
瀾
　
養
成
　
瀲
　
研
修

問
６
　
１
　
学
習
　
２
　
成
果

　
３
第
一
義
　
４
　
役
割

　
５
　
振
興

（４０）（第３種郵便物認可） 平成２１年（淹濤濤淆年）８月１７日（月曜日）


